
 
 

○各地域の自立支援協議会と地域連携を推進します。 

岡山県には１４の自立支援協議会があり、このうち本校児童生徒の居住地の自立支援協議

会は１２です。各地域の自立支援協議会からの情報をできる限り収集し、教職員や保護者の

皆様に周知しています。今後も、地域と連携を図りながら就学前から卒業後までの生活につ

いて、継続的で一貫した支援ができるように取り組んでいきたいと考えています。 

【瀬戸内市自立支援協議会・子ども部会より】 

平成２８年度は、①相談支援体制の整備 ②子育て支援 ③就学前・後の支援体制 ④地

域生活支援部会・就労支援部会との連携 の 4 項目を目標にあげて様々なことに取り組ん

できました。保健、教育、福祉が協働し、誕生から成人までずっと切れ目のない支援を考え

ています。③の取り組みとして、岡山県の指定を受け、支援の必要な子どもたちが少しでも

早く、スムーズに移行し、学校生活が送れるように、共通支援シートを活用した保育所・幼

稚園から小学校への情報交換システム作りが行われ、一定の効果をあげています。会の終わ

りの挨拶の中で、副会長さんは、「家族と支援者のベクトルが同じ方向を向いていることが

大切。」と言われていました。平成 29 年度も、当事者や家族の意見を大切にしながら、計

画・推進していく予定です。 

 

【岡山市自立支援協議会・福祉サービス部会より】 
 「つなぐ・つながる支援の輪２」をテーマにした就労移行支援サービスの研修会を下記

のとおり実施します。 
 ◆日時 平成２９年３月２５日（土）１０時～１２時 

 ◆場所 岡山北ふれあいセンター（岡山市北区万成 2-6-33） 

 ◆申込み・問い合わせ先 救護施設浦安荘（福祉サービス部会担当：中山さん） 

 ◆内容 裏面を参照         FAX 086-265-5552  TEL 086-263-9201 

 

○図書の紹介 《このような本を参考に専門性を高めています。》 

 

 

『姿勢チェックから始める 

コンディショニング改善エクササイズ』 

弘田雄士 著   ブックハウスＨＤ 

 この本は、筆者が現場での経験を通し、感覚的に自分が理解して

いるものを、日々行える簡単なチェックの中でどのように客観的に

把握し、相手にも意識してもらえるか、コンディショニングチェッ

クテストと、ここ数年で組み合わせている改善アプローチも併せ、

指導者の方々に紹介しようと始めた連載をまとめたものです。 
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